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以上のように，本論文は，信号対雑音比の高い 2 種類の高速分光映像法の原理と 3 種類の実現方法を提案し，信号
対雑音比の解析と比較，および試作装置による分光画像の高速計測・再生実験によりそれらの有用性を実証したもの
であり，応用物理学，特に光情報工学に寄与するところが犬きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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